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240 相異なる三主応力下における砂のダイレイタンシー補正式
らの実験結果との相違は粒子の細長比の求め方にもよ
るが，破壊に至るまでのひずみが異なり，本実験によ
るそれが小田らの結果に比べてかなり大きいためと考
えられる．
　図一5は砂の強度を摩擦角φ＝sin｝1｛（σ一σ、）／（σ1
＋σ3）｝で表わし，θの各60．の3つの領域1，II，　IIIに対
してδ値との関係を示したものであり，実線が実測値，
破線が式㈱を用いてダイレイタンシー補正した値によ
るものである．なお，式（28）の適用に際して，一（4ε，／
4ε1）∫の値は図一3の結果を用い，4ε2／漉1の値は一
一6にその一例を示したε1～ε2関係図の破壊時のこ
う配を求めて用いた．θの3つの領域におけるφ～∂関
係の様子はダイレイタンシー補正に関係なくほぼ同じ
であるとみなせるが，あるδ値に対するφの値は，実測
値では初期構造異方性の影響を受けて，一貫して領域
1，II，　IIIの順に大きいが，ダイレイタンシー補正を
行なうとその差は小さくなり，大小関係が逆転する場
合もみられる．したがって，わ＝0．00の三軸圧縮試験の
場合と同様，相異なる三主応力下における試験におい
てもダイレイタンシー補正した強度は，実用上，初期
構造異方性の影響を受けないとみなしてもよいであろ
う．
5．ま　とめ
　せん断応力の作用によって生じるダイレイタンシー
は砂のせん断面さに大きく寄与し，その一回分をなし
ている．砂の強度成分のうちからダイレイタンシー成
分を取りだす，いわゆるダイレイタンシー補正式はこ
れまで軸対称（σ，＝σ3）の三軸圧縮試験あるいは直接
せん断試験に対してのみ提案され，中間主応力の影響
を取り入れた相異なる三主応力下の試験に対しては適
用できなかった．
　本文では，まず，既往の提案式を参考にし，エネル
ギー的考察に基づき，テンソル表示のダイレイタンシ
ー補正式を求めた．この式は相異なる三主応力下の試
験：に適用できる一般式であり，σ2＝σ3の軸対称三軸圧
縮試験の場合にはPoorooshasb＆Roscoeの式と一
致するものである．さらに，この式を構造異方性を有
する砂の三軸圧縮，平面ひずみ，および三主応力制御
試験結果に適用し，ダイレイタンシー補正された砂の
三次元強度は，実用上，初期構造異方性の影響を受け
ないとみなしてもよいことを明らかにした．
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